
 

別記第６号様式（要綱第１０条関係）（日本工業規格Ａ列４番） 

 

工 事 完 了 報 告 書 

 

令和◯◯年◯◯月◯◯日  

（宛先）広 島 市 長 

 

                  認定建築主 住所 

 

                          氏名              

 

                          法人にあっては、主たる事務所の 

                          所在地、名称及び代表者の氏名 

 

認定低炭素建築物新築等計画に基づく低炭素建築物の新築等の工事が完了したので、広島市

低炭素建築物新築等計画の認定等に関する要綱第１０条第１項の規定により、関係書類を添え

て報告します。 

 この報告書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。 

 

１． 低炭素建築物新築等計画の（変更）認定番号 

広島市指令指建第○○○号 

 

２． 低炭素建築物新築等計画の（変更）認定年月日 

令和◯◯年◯◯月◯◯日 

 

３．確認の特例（都市の低炭素化の促進に関する法律第５４条第２項（同法第５５条第２項に

おいて準用する場合を含む。）の規定による申出）の有無 

有   無 （確認年月日・確認番号                ） 

 

４．認定に係る建築物の位置 

広島市◯◯区◯◯◯◯◯◯◯◯ 

 

５．認定低炭素建築物新築等計画に基づく低炭素建築物の新築等の工事の完了を確認した建築士等 
（ 級）建築士（  ）登録第     号 

住所 

氏名                     

 

（ 級）建築士事務所（  ）知事登録第    号 

名称 

所在地 

６．工事中の軽微な変更の内容 

       なし 

 

（本欄には記入しないでください。） 

＊建築基準法第７条第５項、第７条の２第５項又は第１８条第１８項に規定する検査済証の写し

及び工事写真を添付してください。 

受付欄 特記欄 

令和   年   月   日 

 
第        号 

係員印 

記入してください。 

最新の認定番号と認定日を記入し

てください。 

※認定時の元号（平成・令和）に

注意して修正してください。 

「無」を選択してください。 

（確認を別途受けている場合） 

認定申請書第２面の「地名地番」

を記入してください。 

認定申請書第一面と同じ

住所、氏名を記入してく

ださい。 

建築士の住所と建築士事務所

の所在地が異なる場合は、そ

れぞれ記入してください。 

変更がない場合、「なし」と記入してください。 

記入例 


